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(57)【要約】
【課題】屋外に設置される遠赤外線を利用した監視用カ
メラ装置において、カメラ装置の内部に対して、低消費
電力で効率よく冷却と暖房をおこない、カメラ装置の内
部を一定温度に保つ。
【解決手段】レンズ部と、カメラモジュールとを有し、
それらを収納するカメラハウジングを備えるカメラ装置
において、レンズ部と、カメラモジュールとを、カメラ
ハウジングの内部で断熱構造の恒温ボックスで覆う。ま
た、恒温ボックスの一面に、ペルチェ素子を設置し、そ
のペルチェ素子に接触するように、恒温ボックスの内部
に内部放熱フィンと恒温ボックスの外部に外部放熱フィ
ンが取付ける。そして、外気温度が高いときには、内部
放熱フィンの温度を低く、外部放熱フィンの温度を高く
、一方、外気温度が低いときには、内部放熱フィンの温
度を高く、外部放熱フィンの温度を低くするように、ペ
ルチェ素子を制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ部と、カメラモジュールとを有し、前記レンズ部と、前記カメラモジュールを収
納するカメラハウジングを備えるカメラ装置において、
　前記レンズ部と、前記カメラモジュールとは、前記カメラハウジングの内部で断熱構造
の恒温ボックスで覆われ、前記恒温ボックスの一面に、ペルチェ素子が設置され、前記ペ
ルチェ素子に接触するように、前記恒温ボックスの内部に内部放熱フィンと前記恒温ボッ
クスの外部に外部放熱フィンが取付けられ、
　前記外気温度が高いときには、前記内部放熱フィンの温度を低く、前記外部放熱フィン
の温度を高く、
　前記外気温度が低いときには、前記内部放熱フィンの温度を高く、前記外部放熱フィン
の温度を低くするように、前記ペルチェ素子を制御することを特徴とするカメラ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラ装置に係り、特に、遠赤外線カメラのカメラ内部を温度を一定に保つ
ことにより、温度変化によるオフセットを補正することなく、映像を取得するのに好適な
カメラ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ボロメータ方式の遠赤外線カメラの場合、カメラ素子周辺の温度が変化すると映像信号
が信号レンジを外れてしまう事態に陥る。この対策としては、一般的には、キャリブレー
ションをおこない、信号レベルを補正して映像信号レベルを安定させているが、キャリブ
レーションをおこなうときに、画像が０．３～１秒ほど停止してしまうことがある。特に
、屋外で使用する監視カメラの場合は、外気の変化が大きいため、キャリブレーションが
頻繁に発生し、その度に映像が一時停止していることになる。
【０００３】
　したがって、カメラの内部では、外気の環境変化によらず一定の温度に保つことが望ま
しい。一般に、監視用途等に用いられるカメラ装置を冷却するためには、ファンを取り付
けて、それによりカメラ装置の内部の空気を循環させる技術やペルチェ素子（Peltier de
vice）などの冷却素子を発熱部分に接触させる技術が知られている。例えば、特許文献１
には、ビデオカメラを強制空冷するための構造が開示されており、特許文献２には、撮像
素子の温度変化を検出し、ペルチェ素子を制御して、撮像素子の温度変化を一定に保つ監
視用の撮像素子が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２９５８５５号公報
【特許文献２】特開２００１－１８９９２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　空冷による冷却方法は、実現するための装置の構成も簡易であり、比較的安価に実現で
きることから、カメラ装置のみならず、さまざまな装置に使われている。しかしながら、
カメラ装置が大きいときには、冷却のために流れる風量を大きくしなければならないが、
そのためにファンを回転させるためのモータの消費電力が大きくなるという問題点がある
。
【０００６】
　また、ペルチェ素子は、二種類の金属の接合部に電流を流すと、片方の金属からもう片
方へ熱が移動するというペルチェ効果（Peltier effect）を利用した板状の半導体素子で
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あり、直流電流を流すと、一方の面が吸熱し、反対面に発熱が起こる特性を有する。この
ペルチェ素子を利用した冷却構造は、基本構成がペルチェ素子と直流電源のみでよく、コ
ンパクトと振動がないシステムを構成できるという利点がある。また、電流の極性を逆転
させると、その関係が反転し高精度の温度制御に適しているとされている。
【０００７】
　しかしながら、移動させる熱以上に、素子自体の放熱量が大きいため、冷却メカニズム
としては電力効率が悪いという問題点がある。
【０００８】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、その目的は、カメラ装置の内
部に対して、低消費電力で効率よく冷却と暖房をおこない、カメラ装置の内部を一定温度
に保つことにより、キャリブレーションの必要をなくすようなカメラ装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のカメラ装置は、レンズ部と、カメラモジュールとを有し、それらを収納するカ
メラハウジングを備えるカメラ装置で、レンズ部と、カメラモジュールの温度を一定に保
つために、カメラハウジングの内部で断熱構造の恒温ボックスで覆うものとする。そして
、レンズ部と、カメラモジュールの反対の一面に、ペルチェ素子を設置する。
【００１０】
　そして、ペルチェ素子に接触するように、恒温ボックスの内部に内部放熱フィンと前記
恒温ボックスの外部に外部放熱フィンを取付ける。それぞれの放熱フィンには、ＦＡＮが
取付けられて空気交換を促進するようにする。
【００１１】
　このとき、外気温度が高いときには、内部放熱フィンの温度を低く、外部放熱フィンの
温度を高く、反対に、外気温度が低いときには、内部放熱フィンの温度を高く、外部放熱
フィンの温度を低くするように、ペルチェ素子を制御する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、カメラ装置の内部に対して、低消費電力で効率よく冷却と暖房をおこ
ない、カメラ装置の内部を一定温度に保つことにより、キャリブレーションの必要をなく
すようなカメラ装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係るカメラ装置の断面図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るカメラ装置の恒温ボックス４の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る一実施形態を、図１および図２を用いて説明する。
  図１は、本発明の一実施形態に係るカメラ装置の断面図である。
  図２は、本発明の一実施形態に係るカメラ装置の恒温ボックス４の斜視図である。
【００１５】
　本実施形態のカメラ装置は、屋外に設置される遠赤外線を利用した監視用カメラ装置な
どを想定している。本実施形態のカメラ装置の構造としては、屋外用カメラハウジング１
の内部に、遠赤外線カメラのカメラモジュール２およびレンズ部３を有している。このカ
メラモジュール２およびレンズ部３は、断熱性の高い材料で形成された断熱構造の恒温ボ
ックス４で囲われており、カメラハウジング１内部の空気温度とカメラモジュール部２と
が遮断されている。したがって、カメラハウジング１内部の温度変化によって、カメラモ
ジュール２内部の温度変化の影響が低減され、温度センサＢ１１には大きな温度変化は検
知されない。
【００１６】
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　また、恒温ボックス４のレンズ部３とカメラモジュール２の反対の壁面には、ペルチェ
素子５が配され、恒温ボックス４の内部側には、内部放熱フィン６が、一方の恒温ボック
ス４の外部側には、外部放熱フィン８が接触するよう取付けられている。また、放熱フィ
ンは、例えば、アルミニウム基板を表面積を大きくなるように積層した構造である。そし
て、内部放熱フィン６には、ＦＡＮ７が設置され、外部放熱フィン８には、ＦＡＮ９が設
置され、空気を放熱フィンに送り込むことにより、熱交換を促進している。
【００１７】
　ここで、外気温度（カメラハウジング１の外部の温度）が、高い場合には、ペルチェ素
子５を利用して（ペルチェ素子を制御するための直流回路は図示していない）、内部放熱
フィン６の温度を低くし、外部放熱フィン８の温度を高くする。恒温ボックス４の内部で
は、放熱フィン６に取付けられたＦＡＮ７から冷却した空気がカメラモジュール２側に送
られ、恒温ボックス４の外部では、放熱フィン８に取付けられたＦＡＮ９から取り込んだ
暖めた空気が放熱フィン８を介して恒温ボックス４の外部に逃がされる。
【００１８】
　また、反対に、外気温度が、低い場合には、上記の場合のペルチェ素子５に流す電流を
逆流させることにより、内部放熱フィン６の温度を高くし、外部放熱フィン８の温度を低
くする。上とは逆にこの場合には、恒温ボックス４の内部では、放熱フィン６に取付けら
れたＦＡＮ７から暖めた空気がカメラモジュール２側に送られ、恒温ボックス４の外部で
は、放熱フィン８に取付けられたＦＡＮ９から取り込んだ冷却した空気が放熱フィン８を
介して恒温ボックス４の外部に逃がされる。
【００１９】
　外気温度の高低は、カメラハウジング１と恒温ボックス４間に配置された温度センサＡ
１０により測定することができる。
【００２０】
　以上のように、恒温ボックス４により、レンズ部３とカメラモジュール２を覆うことに
により、レンズ部３とカメラモジュール２に対する外気温度の変化による影響を最小限に
保ちつつ、ペルチェ素子５により、外気の温度変化とは逆向きになるように、放熱フィン
の温度を制御することにより、レンズ部とカメラモジュールの温度変化を一定に保つこと
ができる。
【符号の説明】
【００２１】
　１…屋外用カメラハウジング、２…カメラモジュール、３…レンズ、４…恒温ボックス
、５…ペルチェ素子、６…内部放熱フィン、７…内部ＦＡＮ、８…外部放熱フィン、９…
外部ＦＡＮ、１０…センサＡ、１１…センサＢ。
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【図１】

【図２】
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